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1月27日の⽶国株式市場の下落について
ワクチン供給の遅れや一部の投機的な動きに警戒感

1/1

2021年1月28日

追加経済対策が株価下落の「保険」に

1月27日（現地、以下同様）の米国株式市場は、NYダウ、S&P500、ナスダック総合の主要3指数がそ

れぞれ2.05%、2.57%、2.61%下落しました。いずれも2021年に入ってからでは最大の下落率です。下

落要因としては、以下のような点があげられます。

⚫ 世界各国で感染力が強いとされる新型コロナウイルス変異種の感染が拡大していること

⚫ 新型コロナウイルスのワクチンの供給において一部で遅れが生じていること

⚫ 航空関連や半導体関連などで、一部企業の決算が低調だったこと

⚫ 空売りの多い銘柄の急騰で多額の損失を計上した運用会社があり、市場の不安定化が懸念されたこと

⚫ 昨年11月以降の急速な株価上昇に対する利益確定の動きが強まったとみられること

26日～27日に開催されたFOMC（米国連邦公開市場委員会）では、景気に関して慎重な見方が示され、

非常に緩和的な金融政策の維持が決定されましたが、株価の支援材料にはならなかったようです。

今後は、バイデン大統領が打ち出した1.9兆米ドル規模の追加経済対策の動向が注目されます。最終的

には減額される可能性が高いとみられていますが、規模に関しては足元の景気や新型コロナウイルスの動

向次第の面もあるとみられ、株価下落に対する「保険」としての意味合いは大きいと思われます。

（出所）ブルームバーグ

（ 2020年1月初 ～ 2021年1月27日 ）

⽶国株価指数の推移

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

32,000

34,000

'20/1 '20/3 '20/5 '20/7 '20/9 '20/11 '21/1

NYダウ（左軸） ナスダック総合指数（右軸）


